
（別紙４）

Luck place らぷらす
公表日 　　　令和8年　　1月　　15日

利用児童数 13名 回収数 12名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

11 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

11 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います

か。

9 3

・配慮されていると思うがトイレな

ど見てないので「分からない」とし

た。

・バリアフリー化の場所が分からな

い。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま

すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま

すか。
12

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられていると思いますか。 

11 1

・いつもきめ細やかな対応をありが

とうございます。

・子どものその日の状態に合わせて

スケジュールを変更してくれていま

す。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内

容と合っていると思いますか 。 11

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。 12

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 

」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され

、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。 11 1

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

12

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思

いますか。

11 1

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこ

どもと活動する機会がありますか。

7 1 4

・また機会があれば教えていただけ

るとありがたいです。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等

について丁寧な説明がありましたか。
12

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし

たか。

12

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー

ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていますか。 7 1 4

・研修会は分からないが関わり方の

相談には乗っていただいた。

子どもと保護者のニーズをふまえ、ア

セ

スメントを基に客観的に分析し、「本

人支援」、「家族支援」、「移行支援 

」に分けて目標とプログラムを設定し

ています。

また、「本人支援」はガイドラインに

基づき「健康・生活」、「運動・感覚

」、「認知・行動」、「言語・コミュ

ニケーション」、「人間関係・社会性

」の５領域にて明記を行うように努め

ています。

支援プログラムは個別支援計画に明記

し説明と同意を得ています。

利用が始まる前後に清掃を毎日行うよ

うにしている。

また、１人１人の利用児に合わせた空

間の構造化も行っている。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供 年間スケジュールを作成しプログラム

が固定化しないように工夫を行なって

いる。また、利用児の変化は日頃から

行動観察を行い、些細な変化を見逃さ

ないように努めており、臨機応変にプ

ログラムの変更に努めている。

直接の機会は少ない。ただし、利用児

が他の園児と活動する機会を確保する

ために、行事や１日の流れを考慮し通

所してもらうような日程、時間調整を

行っている。間接的な機会の援助は行

っている。

保

護

者

へ

の

説

明

等

個別支援計画書を作成し説明と同意を

得ている。また、モニタリングの際に

は計画書を基に振り返りを行い、次の

目標設定やニーズのヒアリングに活用

している。

電話相談や訪問等にて個別対応での家

庭でできる支援等の提案は行っている

。

そのほか、保護者から面談希望があれ

ば随時実施している。

契約書、重要事項説明書、個人情報使

用同意書にて事前説明を行っている。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

療育を行うために十分なスペースの確

保に努めている。

今後、利用者の増加に伴い職員の採用

を行なっていく予定である。

施設基準を満たした設備を備えており

、トイレや段差等も車椅子のお子さん

が来ることを想定して設計している。

施設案内時には家族さんへの丁寧な説

明を心掛けていく。

スケジュールを管理するトランジッシ

ョ

ンエリア、プレイエリア、ワークスペ

ー

スなど構造化を取り入れ、見て分かり

や

保護者等からの事業所評価の集計結果（児童発達支援事業）公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の

状況について共通理解ができていると思いますか。
11 1

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか

。
12

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

11 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士

の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の

交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされています

か。 3 1 2 6

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。
11 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
12

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に

対して発信されていますか。
10 1 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

11 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説

明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています

か。
5 7

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練が行われていますか。
2 2 8

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。 11 1

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連

絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いま

すか。 9 3

今のところ一度も事故がありません

でした。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

11 1

・楽しんで通っており、「今日はこ

んなことした」と教えてくれます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

10 1 1

・楽しんでいるようでありがとうご

ざいます。

・家でも先生方の名前が出ることも

あり、毎回とても楽しみにしていま

す。

29 事業所の支援に満足していますか。

12

・療育に通所するようになり、訪問

支援も行ってもらうことで以前より

できることが増え、指示が入りやす

くなりました。相談も聞いてもらえ

てどうしたらよいかアドバイスなど

もしてもらえるのでとても助かって

います。満足しています。

家族さんや園、学校、他施設の支援者

などと交流する際の社会的な振る舞い

、節度ある対応をすべてのスタッフが

行えるように、管理者から実際の事例

も交え常日頃から話し合うように努め

ている。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

HPやインスタグラム、GoogleMAPな

どにて活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結

果をこどもや保護者に対して発信して

いる。家族に同意を得た上で日々の療育の様

子を発信するように努めている。

電話相談や訪問等にて個別対応での家

庭でできる支援等の提案は行っている

。

そのほか、保護者から面談希望があれ

ば随時実施している。

保護者会等の自己開催はまだ実施に至

っていない。

課外活動やレクリエーションの際に兄

弟での参加受け入れはしている。

商工会等のイベントに積極的に出展、

参加する中で家族、兄弟同士の交流は

図るようにしている。

電話相談や訪問等にて個別対応での家

庭でできる支援等の提案は行っている

。

そのほか、保護者から面談希望があれ

ば随時実施している。

各種マニュアルは作成しており、契約

や利用説明の際に、非常時の対応等は

説明を行っている。

避難訓練は年2回実施している。

まだ事故の発生はないが、何かあった

場合は登録していただいている連絡先

または提携医療機関（公立総合病院）

へ速やかに連絡がとれる体制を整えて

いる。

利用児童および利用者が安心して通所

できるようにきめ細やかな支援を継続

していく。



（別紙５）

Luck place らぷらす
公表日 　　　令和8年　1月　15日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか

。
3

療育を行うために十分なスペースの確保に

努めている。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切で

あるか。
3

今後、利用者の増加に伴い職員の採用を行

なっていく予定である。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バ

リアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされて

いるか。
3

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか

。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
3

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが

認められる環境になっているか 。
3

6

業務改善を進めるための PDCA

サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか

。 3

業務体制はPDCAサイクルに沿ってスタッ

フと相談しながら改善を日々行っている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会

を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
3

自己評価アンケートにて意向を聴取してい

る。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務

改善につなげているか。 
3

定期的に個別面談を行い、業務改善に努め

ている。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
3

自己評価アンケートにて意向を聴取し業務

改善に努めている。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確保されているか。
3

定期的に研修会の実施と、外部講習への参

加を行っている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

3

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支

援計画を作成しているか。 3

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で

、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 3

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか。 
3

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフ

ォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。
3

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」

、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか

。
3

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

3

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

スケジュールを管理するトランジッション

エリア、プレイエリア、ワークスペースな

ど構造化を取り入れ、見て分かりやすく、

活動内容が理解しやすい環境設定を心掛け

ている。

利用が始まる前後に清掃を毎日行うように

している。

また、１人１人の利用児に合わせた空間の

構造化も行っている。

子どもと保護者のニーズをふまえ、アセ

スメントを基に客観的に分析し、「本人支

援」、「家族支援」、「移行支援 」に分

けて目標とプログラムを設定しています。

また、「本人支援」はガイドラインに基づ

き「健康・生活」、「運動・感覚」、「認

知・行動」、「言語・コミュニケーション

」、「人間関係・社会性」の５領域にて明

記を行うように努めています。

支援プログラムは個別支援計画に明記し説

明と同意を得ています。

年間スケジュールを作成しプログラムが固

定化しないように工夫を行なっている。ま

た、利用児の変化は日頃から行動観察を行

い、些細な変化を見逃さないように努めて

おり、臨機応変にプログラムの変更に努め

ている。

事業所における自己評価結果（児童発達支援事業）公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

3

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
3

個別療育に合わせて、必要なお子さんには

グループでの療育を設定している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支

援を行っているか。 3

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ

た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
3

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか。
3

日々の記録を記入し、家族さんにファイル

で記録内容を綴り共有している。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
3

モニタリングは定期的に実施し、目標の変

更をその都度行っている。

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との

会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している

か。 3

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えて

いるか。 3

常日頃から顔の見える関係を築けるように

電話連絡や機関を訪問し話し合うことを心

がけている。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン

推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所

や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 3

園や学校と送迎や電話連絡等で連携をとる

ようにしている。

そのほか、連携会議の参加や事業所見学の

ご案内を積極的に行っている。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
3

就学、就園に向けた情報共有に努めている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等

と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行って

いるか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言

を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ

積極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他

のこどもと活動する機会があるか。

3

直接の機会は少ない。ただし、利用児が他

の園児と活動する機会を確保するために、

行事や１日の流れを考慮し通所してもらう

ような日程、時間調整を行っている。間接

的な機会の援助は行っている。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか。
3

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援

プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加でき

る研修の機会や情報提供等を行っているか。

3

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 31

3

中核機関となる施設とは常日頃から連絡を

行い情報共有に努めている。

28

毎日事前の打ち合わせと振り返りを行って

いる。

保護者会等の自己開催はまだ実施に至って

いない。

商工会等のイベントに積極的に出展、参加

する中で家族、兄弟同士の交流は図るよう

にしている。

電話相談や訪問等にて個別対応での家庭で

できる支援等の提案は行っている。

そのほか、保護者から面談希望があれば随

時実施している。

年間スケジュールを作成しプログラムが固

定化しないように工夫を行なっている。ま

た、利用児の変化は日頃から行動観察を行

い、些細な変化を見逃さないように努めて

おり、臨機応変にプログラムの変更に努め

ている。



35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説

明を行っているか。
3

契約書、重要事項説明書、個人情報使用同

意書にて事前説明を行っている。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、

こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。 3

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。

3

個別支援計画書を作成し説明と同意を得て

いる。また、モニタリングの際には計画書

を基に振り返りを行い、次の目標設定やニ

ーズのヒアリングに活用している。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
3

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等

により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をして

いるか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の

支援をしているか。 3

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 3

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信しているか。 3

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

3

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか。
3

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図っているか。
3

見学に来られた地域の方に対して、どんな

事業所で取り組みをしているか随時説明を

行っている

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

3

規定されたマニュアルの種類が多く一度に

説明するのが難しく、不十分になることが

ある。

定期的に周知をおこなっていけるように体

制整備を進めていく。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生

に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている

か。 3

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を

確認しているか。
3

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされているか。
3

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必

要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ

れているか。 3

避難訓練含め必要な訓練を適宜行っている。

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう

、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知してい

るか 。 3

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に

ついて検討をしているか。
3

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか。
3

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。 3

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

保護者会等の自己開催はまだ実施に至って

いない。

商工会等のイベントに積極的に出展、参加

する中で家族、兄弟同士の交流は図るよう

にしている。

電話相談や訪問等にて個別対応での家庭で

できる支援等の提案は行っている。

そのほか、保護者から面談希望があれば随

時実施している。

HPやインスタグラム、GoogleMAPなどに

て活動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果をこどもや

保護者に対して発信している。

各種マニュアルは作成しており、契約や利

用説明の際に、非常時の対応等は説明を行

っている。

避難訓練は年2回実施している。

まだ事故の発生はないが、何かあった場合

は登録していただいている連絡先へ速やか

に連絡がとれる体制を整えている。

事前にヒアリングで確認をとるように努め

ている。

アレルギーの有無、緊急時の症状や連絡先

、連携医療機関など）



（別紙３）

～ 令和8年　1月　14日

（対象者数） 11名 （回答者数） 10名

～ 令和8年　1月　5日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・はじめてのお子さんが安心して通所ができる準備や教

材の作成等の努力を続けていく。

・日々の記録や写真等で保護者にきめ細かな報告を心が

けていく。家庭で楽しいエピソードトークにつながる支

援を進めていく。

2

・職員の資質向上を継続していく。

・研修会等に今後も積極的に参加し、知識・技術の研鑽

を図る。

3

・継続して細やかな情報収集を行い常に利用児に合わせ

た支援を心掛けることができるように努めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者会の企画または自主開催以外の手段（商工会のイ

ベントなど）も活用しながら交流の機会を設定していく

。

家庭や園に訪問し支援や相談の機会を設けるなど個別対

応を充実させていく。

2

記録は毎回行っているので、振り返りの時間や文章での

回覧などスタッフでの共有手段を検討していく。

3

非常時の対応について、保護者との共有を行っていく。

○事業所名 Luck place らぷらす

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

緊急時対応マニュアルや感染症対応マニュアル等のマニ

ュアル等は作成や非常時の訓練等の実施などを行ってい

るが、保護者への周知が足りないので理解されていない

ことがある。

マニュアル類や訓練の実施などが保護者への周知が足り

ないの

で、実施しているか不明なところがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等の開催など保護者同士の交流やきょうだい同

士の交流の機会がない。

父母の会や保護者会等が作られていないこともあり、交

流自体が難しい。

ミーティングは毎回実施しているものの、職員間での共

有が不十分になることがある。

・業務時間の関係（送迎や訪問支援など）により決まっ

たタイミングでミーティングを行うことが難しい。

・安心して利用児と保護者が通所利用できる。

・利用児と保護者に通所を楽しみにしてもらえる。

・見学から利用が始まり、安定して通所できるまで、利

用児の観察とともに、保護者の思いや心配していること

などをヒアリングし支援を行っている。

・利用児の得意不得意や発達特性、興味のアセスメント

をきめ細かに行い、通所を楽しみにしてもらえる準備を

入念に行っている。

・アセスメントに基づいて利用児1人1人に合わせた療育

を心がけている。

・療育技法を活用したアセスメントを行い支援している

。

・行動分析に基づいて日々の利用児の変化に合わせた対

応を行っている。

・園での情報と、利用児の思い、保護者のニーズに対し

て

迅速な対応を心掛けている。

・定期的な面談に加えて、利用児や保護者の希望に応じ

て面談や訪問、園と懇談等の機会を設けている。

・送迎サービスがあることで母子通所の機会は減るもの

の、保護者や園と利用児の様子について情報共有する機

会が設定しやすい。

事業所における自己評価総括表（児童発達支援事業）公表



（別紙６）

公表日

利用児童

数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく

、取り入れやすいものですか。

2

・分かりやすく理解しやすい。

・目で見て分かりやすいようにイラス

トを書いてくれたり可視化できるもの

を作ってくれた。

継続して教材や紙面での説明を心掛

けていきます。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足していま

すか。
2

・言葉かけ、可視化の仕方などその子

に合ったやり方を示してくれるので勉

強になりました。

職員間での研修や外部講習にも参加

し知識技術の研鑽を図っていきます

。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれ

ていますか。

2

・その都度アドバイスをいただけるの

で安心して関わることができる。

・その都度関わり方を教えていただい

たり、次の時に対応の仕方を書いた物

をくださったりして助かりました。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが

解消または軽減されましたか。

2

・その都度アドバイスをいただけるの

で安心して関わることができる。

・対象園児の成長が目に見えて感じら

れてとても嬉しく感じている。

5 事業所からの支援に満足していますか。

2

・職員だけでは気付けない専門的な目

線で色々と教えていただけて良かった

です。

・近くで関わる様子を見せていただくことで自分もできそうなことを見つけることができ

る。

・対象児の得意不得意、成長など助言をいただきながら知ることができる。

・専門的な支援を園や家庭で実践できるように伝え方を工夫していきたいと思います

。

・知識技術の研鑽に努めていき課題や困りごとに対して幅広い対応ができるように努

めていきます。

Luck place らぷらす

　令和8年　　1月　　15日

3名　　　回収数　　　　　　　　　2名

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

できる限り現場でのお悩みや困りご

とに対応できるように心掛けていき

ます。

園の特色や方針、担当教諭の保育・

教育を尊重した関わりを考えていき

ます。

訪問先施設からの事業所評価の集計結果（保育所等訪問支援事業）公表



（別紙５）

Luck place らぷらす
公表日 　　　令和8年　　1月　　15日

利用児童数 3名 回収数 2名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。

2

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。

2

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。

2

4
保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていま

すか。
2

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だ

と思いますか。
2

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられていると思いますか。 
2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作

成されていると思いますか。 2

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等

の意向が盛り込まれていると思いますか。
2

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。 2

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

2

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行わ

れていると思いますか。
2

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説

明がありましたか。
2

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー

ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわ

れていますか。 2

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発

達の状況、課題について共通理解ができていると思いますか。
2

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか

。
2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

2

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。 2

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
2

訪問の都度、支援内容の報告とともに

現状の情報共有を行っています。

必要に応じて面談の機会を設けていま

す。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

教具教材は必要に応じて作成や活用を

しています。

訪問支援に係る事前会議を行い、その

際に説明や開始日、利用頻度を決定し

ています。

事前会議の中で上がった対象児と保護

者のニーズ、訪問先施設の意向を踏ま

え個別支援計画の作成を行っています

。

保

護

者

へ

の

説

明

等

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

契約時に説明を行っています。

個別支援計画に沿って支援を行ってい

ます。

園の特色や方針、担当教諭の保育・教

育を尊重した関わりを考えていきます

。

保護者からの事業所評価の集計結果（保育所等訪問支援事業）公表



20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支

援が行われていると思いますか。
2

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容に

ついて話し合いが行われていると思いますか。
2

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がな

されていると思いますか。
2

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の

情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信

されていますか。
2

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

2

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践でき

るようにしていると思いますか。
2

26

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。 2

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。

1 1

28 事業所の支援に満足していますか。

2

・療育に通所するようになり、訪問

支援も行ってもらうことで以前より

できることが増え、指示が入りやす

くなりました。相談も聞いてもらえ

てどうしたらよいかアドバイスなど

もしてもらえるのでとても助かって

います。満足しています。

利用児童および利用者が安心して通所

できるようにきめ細やかな支援を継続

していく。

まだ意思表示が難しい児童の場合、十

分に観察を行いながら支援していきま

す。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

訪問先施設とは対象児について、支援

終了後に話し合いの機会や紙面での報

告を行っています。

訪問の都度、支援内容の報告とともに

現状の情報共有を行っています。

HPやインスタグラム、GoogleMAPな

どにて活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結

果をこどもや保護者に対して発信して



（別紙７）

Luck place らぷらす
公表日 　　令和8年　1月　15日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

2

教具教材は必要に応じて作成や活用をして

います。

引き続き、訪問先施設のニーズに合う教材

の提案等を行っていきます。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

2

3

業務改善を進めるためのPDCA 

サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか

。 2

業務体制はPDCAサイクルに沿ってスタッ

フと相談しながら改善を日々行っている。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会

を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
2

自己評価アンケートにて意向を聴取してい

る。

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業

務改善につなげているか 。
2

定期的に個別面談を行い、業務改善に努め

ている。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
2

自己評価アンケートにて意向を聴取してい

る。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確保されているか。
2

定期的に研修会の実施と、外部講習への参

加を行っている。

引き続き職員の資質向上を図っていく。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪

問支援計画を作成しているか。 2

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理

責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の

下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか 

。
2

10

保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当

者等と連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいる

か。 2

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支

援が行われているか 。
2

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフ

ォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。
2

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドライン

の「保育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体

的な支援内容が設定されているか。 2

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支

援が行われているか。
2

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支

援を行っているか。 2

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ

た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
2

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を

尊重して支援を行っているか。
2

園の特色や方針、担当教諭の保育・教育を

尊重した関わりを考えています。

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証

・改善に繋げているか。
2

訪問記録を作成しながら支援の検証や改善

に繋げています。

事業所名

環

境

・

運

営

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

今後もできる限り現場でのお悩みや困りご

とに対応できるようにヒアリングを行って

いきます。

引き続き事前の打ち合わせと振り返りを継

続していく。

訪問支援に係る事前会議を行い、その際に

説明や開始日、利用頻度を決定しています

。

事前会議の中で上がった対象児と保護者の

ニーズ、訪問先施設の意向を踏まえ個別支

援計画の作成を行っています。

毎日事前の打ち合わせと振り返りを行って

いる。

事業所における自己評価結果（保育所等訪問支援事業）公表



19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い

、保育所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な

見直しを行っているか。 2

定期的にモニタリングを実施しています。

20

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との

会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している

か。 2

21

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えて

いるか。 2

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
2

これから移行期支援に力をいれていきます

。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を

受けたり、職員を外部研修に参加させているか。
2

必要に応じて中核機関や支援学校等の職員

から助言を受けています。

今後も他職種での協働が必要な場合は関係

機関と協力し支援を行っていく。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等

へ積極的に参加しているか。
2

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか。
2

訪問の都度、支援内容の報告とともに現状

の情報共有を行っています。

必要に応じて面談の機会を設けています。

保護者のニーズに迅速に対応するよう心掛

けていきます。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援

プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加でき

る研修の機会や情報提供等を行っているか。 2

27
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか

。
2

契約時に説明を行っています。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について

適切に説明を行っているか。
2

訪問支援に係る事前会議を行い、その際に

説明や開始日、利用頻度を決定しています

。

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の

意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ

て、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。 2

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
2

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支援を行っているか。
2

必要に応じて連絡をとり、希望があれば面

談の機会を設定しています。

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等

により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をして

いるか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の

支援をしているか。 2

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 2

必要に応じて連絡をとり、希望があれば面

談の機会を設定しています。

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。
2

HPやインスタグラム、GoogleMAPなどに

て活動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果をこどもや

保護者に対して発信している。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか。
2

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を

整え、必要な助言や支援を行っているか。
2

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンス

を行っているか。
2

保

護
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携

個別支援計画に沿って支援を行っています

。

園の特色や方針、担当教諭の保育・教育を

尊重した関わりを考えていきます。



39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の

共有を行っているか。
2

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

2

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら

、専門的な助言を行っているか。
2

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 2

43

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必

要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ

れているか。 2

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に

ついて検討をしているか。
2

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか。
2

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。 2

身体拘束を行う機会はありません。

訪

問

先

施

設

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

緊急時対応マニュアルや感染症対応マニュ

アル等のマニュアル等は作成や非常時の訓

練等の実施などを行っているが、保護者へ

の周知が足りないことがある。非常時の対

応について、保護者との共有を図っていく

。

個別支援計画に沿って支援を行っています

。

園の特色や方針、担当教諭の保育・教育を

尊重した関わりを考えていきます。

各種マニュアルの作成や虐待防止等の研修

会を開催しています。



（別紙４）

～ 令和8年　1月　14日

（対象者数） 3名 （回答者数） 2名

～ 令和8年　1月　14日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和8年　1月　14日

（対象数） 3施設 （回答数） 2施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員の資質向上に努め専門性を高めていく。

2

・継続して細やかな情報収集を行い常に利用児に合わせ

た支

援を心掛けることができるように努めていく。

3

・訪問支援事業の周知や普及を引き続き進めていく。

・移行期支援（未就園→園、園→小学校など）にも力を

入れていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者会の企画または自主開催以外の手段（商工会のイ

ベントなど）も活用しながら交流の機会を設定していく

。

家庭や園に訪問し支援や相談の機会を設けるなど個別対

応を充実させていく。

2

記録は毎回行っているので、振り返りの時間や文章での

回覧などスタッフでの共有手段を検討していく。

3

非常時の対応について、保護者との共有を行っていく。

・訪問先施設にとって受け入れやすい具体的なアドバイ

スを心がけている。

訪問先施設の理念や方針、担当教諭の保育、教育を尊重

し支援に入っている。

訪問先施設の物的、人的環境を十分に観察した上で教材

や関わり方の提案に努めている。

・園での情報と、利用児の思い、保護者のニーズに対し

て

迅速な対応を心掛けている。

・訪問支援後に保護者への報告を行い、情報共有をこま

めに行っている。

・定期的な面談に加えて、利用児や保護者の希望に応じ

て面談や訪問、園と懇談等の機会を設けている。

・通所支援と組み合わせることで、実際の園での様子に

合わせた個別の支援が行える。普段の生活でできること

が増えたことを実感してもらえる。

・園での様子をヒアリングし通所支援にて個別のニーズ

に合わせた療育を行なっている。

・通所支援でできるようになったことを園で活かせるよ

うに訪問支援にて情報共有を図っている。

緊急時対応マニュアルや感染症対応マニュアル等のマニ

ュアル等は作成や非常時の訓練等の実施などを行ってい

るが、保護者への周知が足りないので理解されていない

ことがある。

マニュアル類や訓練の実施などが保護者への周知が足り

ないの

で、実施しているか不明なところがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等の開催など保護者同士の交流やきょうだい同

士の交流の機会がない。

父母の会や保護者会等が作られていないこともあり、交

流自体が難しい。

ミーティングは毎回実施しているものの、職員間での共

有が不十分になることがある。

・業務時間の関係（送迎や訪問支援など）により決まっ

たタイミングでミーティングを行うことが難しい。

令和8年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年　1月　5日

○事業所名 Luck place らぷらす

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問支援事業）公表


